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研 究 内 容 ●　同種造血幹細胞移植後ヒトヘルペスウイルス6脳炎の疾患概念の確立
同種造血幹細胞移植後に急激に悪化する特異な脳炎を連続して経験しこれがヒトヘルペスウイルス6 
(HHV-6) が原因と考え、その疾患単位の確立に取り組んだ。HHV-6再活性化と脳炎発症との関係性
について全国多施設前向き観察研究により証明した (論文1)。全国調査を実施し、HHV-6脳炎の臨
床像、危険因子や治療と予後との関連について明らかとした (論文2)。これらの成果はHHV-6脳炎
の疾患概念の確立に貢献している。
●　同種造血幹細胞移植後ヒトヘルペスウイルス6脳炎の治療法の確立
全国調査ではホスカルネット治療が良好な予後と関連することを示した(論文2)。この成果を世界初
となる移植後HHV-6脳炎治療薬の保険承認につなげた。HHV-6脳炎発症予防のための多施設介入臨
床試験を責任者として実施した (論文3)。移植後HHV-6感染症に関する日本造血幹細胞移植学会ガ
イドラインを部会長として執筆し(著書1)、欧州骨髄移植学会機関紙にもガイドラインを掲載した (論
文4)。このようにHHV-6脳炎の治療で世界をリードしている。
●　同種造血幹細胞移植後合併症の克服に関する研究
同種造血幹細胞移植後の感染症や臓器障害などの合併症克服のための多数の検討を日本造血細胞移
植学会・合併症ワーキンググループにおいて実施した。2015年から2019年まではワーキンググルー
プ責任者として全国の移植医による提案研究に助言と指導を行なった。
●　HTLV-1キャリアの疫学研究
AMED研究事業におけるHTLV-1の全国的疫学研究に研究開発参加者として参加し、感染総合対策の
確立に取り組んでいる。
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